
ＩＣＴ活用授業デザイン

小学校 教科【国語】 単元 【言葉の特徴や使い方：漢字の広場③】

使用する
ICT機器 大型提示装置、タブレット等

使用するアプリ・
クラウドサービス等

Chrome描画キャンバス、Google Classroom、
Google フォーム、Google スプレッドシー
ト

クラウド
の活用

☑教材の配布・回収等 ☑資料等の共有
☑生徒の学習状況の把握 □その他（ ）

条件に合わせて漢字を使った文を考える

本時の
ねらい 前学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。

主な学習活動
（学習場面）

ＩＣＴの活用・留意点等 評価

導入

〇教科書を用い
既習の漢字の
読み方を確認
する

○本時の課題を
確認する

大型提示装置を使って前学年までに学習し
た漢字を拡大して表示する。

前学年までに配当されている漢字で構成さ
れた熟語を使った文を作る学習について、
見通しをもつ。

展開

〇確認した既習
の漢字を用い
て文を作る

〇Google フォー
ムに入力する

〇スプレッシー
トを共有し、
交流する

ノートに、前学年までに配当されている漢
字で構成された熟語を使った文を書く。

Google Classroomにアクセスし、 Google
フォームに考えた文及び使った熟語の数を
入力する。

Google フォームに入力されたものを出力し
たスプレッドシートをClassroomを通じてク
ラス全体で共有する。

友だちの文を読み、分からない熟語を確認
したり、考えのよかったところを交流した
りする。

【知】
当該学年の前の
学年までに配当
されている漢字
を書き、文や文
章の中で使って
いるとともに、
当該学年に配当
されている漢字
を漸次書き、文
や文章の中で
使っている。

終末
○本時の振り返
り

振り返りアンケートをGoogle フォームで回
答する。

主体的・対話的で
深い学びのポイント

ICT活用のポイント

クラウドによるデータの共有を活用し、他者の工夫や考えのよさに触れることにより、既
習漢字を積極的に活用しようとする態度を養うことができ、学びが深まる。

Google フォーム及びスプレッドシートを活用することにより、短時間で多様な考えに触れ
ることができ、漢字についての深い理解につながる。

※表内の指針１～６は、「ICT活用授業指針」８ページにあるICT活用授業の目指す姿１～６を表しています。
※ ICTの導入が目的化しないように、ICTを活用する場面と活用しない場面を効果的に組み合わせることが重要です。
※評価の観点 【知】＝知識・技能 【思】＝思考・判断・表現 【態】＝主体的に学習に取り組む態度
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